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令和３年度 沼津市中心市街地まちづくり戦略  

鉄道施設跡地利用計画プレゼンテーション資料作成業務委託  

公 募 仕 様 書 

 

 (適用) 

第１条 本仕様書は、「令和３年度 沼津市中心市街地まちづくり戦略 鉄道施設跡地利用計画プレゼ

ンテーション資料作成業務委託」（以下、「本業務」という。）に適用する事項を定めるものとする。 

 

(目的) 

第２条 本市では、沼津駅周辺総合整備事業による交通環境や市街地構造の大幅な改善を契機に、沼

津駅周辺を車中心からヒト中心の魅力ある場所へと再生し、多くの市民や来街者が集い、交流し、

住まい、回遊する都市の顔として再構築していくために、沼津駅周辺総合整備事業の本格展開と併

せて実施すべき、まちづくりの施策の方向性を示す「沼津市中心市街地まちづくり戦略」（以下、「ま

ちづくり戦略」という。）を令和２年３月に策定した。まちづくり戦略で位置付けられている「戦略

Ⅱ：拠点機能の立地促進」では、貨物駅跡地を防災公園として整備することを候補として、沼津市

中心市街地まちづくり戦略会議（以下、「戦略会議」という。）において検討を行っている。 

  本業務は、防災公園の整備のための計画検討や関係者間協議、周辺住民及び一般市民への事業説

明において、事業の具体化を効率的に示すため、貨物駅跡地全体及びその周辺の将来ビジョンの汎

用三次元デジタル空間を生成し、その空間を取り込んだ多機能バーチャルリアリティ(以下「VR」

という。)コンテンツを制作することを目的とする。 

 

(業務対象範囲) 

第３条 本業務の対象区域は、別紙１に示すとおりとする。 

 

(業務内容) 

第４条 業務の内容は、次のとおりとする。 

１．VR作成業務 

  （１）検討エリアの現況３Dモデルデータの作成 

    業務対象範囲内におけるベースデータとなる地盤データ及び建物３D モデルデータを作成す

ること。また業務範囲図に示すエリアにおいて標高を持つ宅盤に航空写真を張り付けた表現を

行うこと。あわせて貨物駅跡地、市道 0120 号線周辺の検討内容に照らし合わせ、周辺環境を表

現するために現地調査、現地撮影を行い３Dモデルデータに反映すること。 

  （２）防災公園構想の計画案３Dモデルデータの作成 

防災公園の概略イメージを共有できるように計画案の３D モデルデータを作成すること。作

成にするにあたり、公園内の施設の配置イメージ、賑わいイメージを評価、検討できるように

すること。併せて、業務範囲内における沼津駅周辺総合整備事業により整備される道路等につ

いての３Dモデルデータを作成すること。制作内容については、戦略会議等の機会にあわせ、適

宜、市との協議の上作成するものとする。 

（３）戦略会議等で利用するＶＲコンテンツの作成 

上記（１）（２）で作成した３Ｄモデルデータをもとに、プレゼンテーションツールとしてＶ
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Ｒコンテンツの制作を行うこと。ＶＲコンテンツは、検討内容を瞬時に比較し、鳥瞰やアイレ

ベルから自由に動きまわって確認できるようなものとすること。性能要件については別項にて

定義する。 

 

２．打合せ協議 

本業務を円滑に遂行するため、節目の段階において打合せ協議を実施するものとする。協議終

了後遅滞なく議事録を作成し、事務局の確認を受ける。 

なお、打合せ協議は、初回、中間１回、最終の計３回を想定する。 

 

(性能要件) 

第５条 本業務で作成する VRの性能は、次のとおりとする。 

 （１）空間レビュー性能 

   ①全体掌握のための鳥瞰飛行及び利用者目線での空間確認・動線確認のためのウォークスルー

がマウスなどの操作で自由自在にできる機能 

   ②計画案（複数）を入れ換え対比させる比較検討機能 

   ③VR 画面上の 2点間の距離を測定できる機能 

   ④日影の動的変化を連続的に表示できる機能    

   ⑤空間内の任意の地点に樹木や建物ボリューム、添景物などを配置することができ、次回起動

時にそれらを再現可能な機能 

   ⑥将来的に HMD（ヘッドマウントディスプレイ）などの 3D体感装置により空間再現ができる 

    コンテンツとすること。 

 （２）プレゼンテーション性能 

   ①説明用パワーポイントの中から直接コンテンツを呼び出せる機能 

   ②シナリオのあるプレゼンテーションに対応する自動走行（アニメーション）機能及びそのル

ートの設定機能 

   ③定められた重要視点場にジャンプするビューポイントジャンプ機能 

   ④VR 画面上に２次元地図データを表示し、視点位置を同地図上に表示できる機能 

   ⑤任意の視点から見た画像を画像ファイルとして出力できる機能 

 （３）関係者間共有・情報公開性能 

   ①制作された VRは Windows 環境にて起動できること 

   ②オフライン環境で起動できること 

   ③VR 空間の機能全体をフリーライセンスで利用できること 

   ④利用 PCを増やした際に新たなライセンス料が発生しないこと 

   ⑤関係各所に容易に配布できること 

   ⑥アプリケーション内で設定したアニメーション動線や視点位置を他の PC と共有・編集でき

ること 

   ⑦関係者が自ら取り扱い可能かつ操作しやすいアプリケーションとすべく、専門性の高い BIM・

CIM データとは異なるコンテンツを作成すること 

（４）継続的使用性能および多様な検討事項に対するコンテンツ拡張性機能 

①プラン比較検討など計画の進捗や公開のタイミングに応じてデータを修正更新、公開説明を

可能にすること。 
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②本計画のみならず、今後沼津市が計画する都市整備などの検討の際に本 VR データを基盤デ

ータとし、３D データ・プログラミングの追加によってアプリケーションの根幹を変更する

ことなく検討機能・項目を追加できる拡張性を保有し、継続して使用できる仕様であること。 

③必要に応じたシミュレーション機能などを追加可能であること。 

 

(準拠する法令等) 

第６条 本業務は、本仕様書、契約書によるほか、次の法令等に基づき、実施しなければならない。 

（１）都市計画法 

（２）都市再生特別措置法 

（３）道路法 

（４）道路構造令 

（５）建築基準法 

（６）駐車場法 

（７）静岡県業務委託共通仕様書 

（８）沼津市業務委託契約約款 

（９）その他関係法令等 

 

(作業計画) 

第７条 受注者は本業務を実施するにあたり、すみやかに、業務計画書、工程表を提出し、承認を受

けるものとする。 

 

(貸与資料) 

第８条 業務遂行のために必要な資料等について、発注者が保有するものについては貸与する。 

 

(成果品) 

第９条 本業務に伴う成果品は、VRコンテンツ及び動作に要するソフトウェアとする。 

    あわせて本業務で作成した 3Dモデルデータおよびテクスチャ画像も提出すること。 

※CD 等電子媒体で提出すること。 

 

(疑義) 

第 10条 本業務の進行上、内容の変更が必要となった場合、あるいは本仕様書に記載無き事項及び疑

義等が生じた場合は、発注者と協議し、その指示に従うものとする。 
 




